
















































の七年間で、右の二首 詠歌時期もこ 間ということ なる。
高子が貞明親王を出産する際に建立された元慶寺は、素性の父で





ひける時」とあるが、こ 他にも、 『古今和歌集』三五三番 の詞書には「元康の皇子の七十の賀のうしろの に詠みて書きける」 、三五七番歌の詞書には「尚侍の、右大将藤原朝臣の四十の賀しける時に、四季の絵かけるうしろの屛風に書きたりけるとき」とあり、素性が歌を詠むだ でなく、書き手として活躍 ていたこと わか
る。また、醍醐天皇によって詠まれた『続後撰和歌集』一一三七番歌の詞書には「法師をめして御屛風歌書かせられけるに、まかりいでける時、御前にめしておほみきたまひけるついでに、御さかづきたまはすとて」とあり、素性が屛風歌を み書きする腕前は醍醐天皇に召されるほどのものであったことが窺える。
これらのことから、素性は屛風歌が盛んに詠まれるようになる醍
醐朝以前からいくつもの屛風歌を詠み、書き手としても活躍していたことがわかる。素性は、 『古今和歌集』撰集のころには六十代に差し掛かっていたと推測される。貫之などの『古今和歌集』撰者にとって素性は年齢的にも歌人としての経験も先輩にあたる。 『貫之集』には素性の死に際して詠んだ貫之と躬恒 哀傷歌が残されており、素性は先輩歌人 して撰者たちに影響を与える存在で ったと考えられる
⑶
。素性は『古今和歌集』編纂当時、既に屛風歌作者とし
































先に挙げた屛風歌、八〇二番歌以外の八首には詞書がなく、詠歌状況を特定することができない。この八首 和歌を見てみると、 『古今和歌集』恋部に収載される素性の歌には女の立場で詠まれた歌が多いことがわかる。五五五番歌は秋風が身 しみて寒いので、夜になるごとにつれない男の訪れを期待してしまうことだ、と う趣旨の歌であり、秋風の冷たいことを契機と つれない男 訪れをあてにしてしまう 待つ女性の嘆きを詠んでいる
また、後に『百人一首』にも採られた六一九番歌は、男が今すぐ










はこのような表現方法をとったのだろうか。まず一つ考えられるのは、先にも述べた屛風歌の作者としての技術である。女の立場で詠まれた歌は虚構の恋歌である。屛風歌は屛風に描かれた絵図に歌を書き添えるが、画中 人物の立場に立 て歌を詠むことがその常套手段であった。よって、詠歌状況のわからないこれらの歌も、屛風に描かれた女性の立場 立って詠まれた歌である可能性があるだろう。また、そうではないとしても、屛風歌作者 し 画中の人物の立場で歌を詠むことを通して 女の立場で歌を詠むこ に長けていた可能性も考えら る。
また、男性でありながら女の立場で和歌を詠むことについて、素






えなくなるほどに荒れてしまった、と詠み、七一番歌はすぐに来と言って別れた朝から、私は毎日あなたを思いなが 日を暮らし、蜩のように声をあげて泣いている、と詠んでおり、どちらも男の訪れを待つ女の立場で詠まれた歌であ こ がわかる。さらに、七七一番歌は「今来むと」という初句が素性の六九一番歌「今来むと言















































葉が色を変えると、飽き風によってあの人の心もどうだろうか、心変わりしてしまうのではないかと思う、不安な思いを詠ん 歌である。 『古今和歌集』恋部には「初雁のなきこそわたれ世の中 人の心の秋しうければ」 （古今集・恋五・八〇四・紀貫之）など ように秋に「飽き」の意を掛けて 人が自分に飽きてしまうことを嘆いた歌が多く見られる。歌 詠んだだけでは、これが男女どちらの立場で詠まれたかを確定できる決定的な表現 見当たら い。しかしながら、秋風が契機となって恋の嘆きを詠むという点では五五五番と共通しており、この 秋風 を「閨怨詩」 素材に由来す 表現と考えた場合、七一四番歌もまた、男の訪れを待つ女 、秋よって相手の心変わりを予感し、不安に思う女の立場 詠ん ものと考えられるのではないだろうか。
　
また、中野氏は「月」もまた閨怨詩の素材として認められると指



























庭内成林」 （ 「情詩五首」 『玉台新詠』
巻二）のように、荒廃した女 家と草 繁茂は夫のいなくなった家を表すものであると指摘され 。先に挙げた秋風や、荒廃した女の家は、素性や遍照 に限らず多く詠まれており、閨怨詩に由来す
ると考えられるこれらの表現は、和歌の表現として定着していたものと考えられる。しかし、男性である遍照や素性が女の立場で男の訪れを待ち嘆く歌を詠む、ということは、それ自体が閨怨詩の形式にならったものであると考えられ 遍照 素性に共通する一つのテーマであったと考えられる。
では、遍照と素性はどのような場でこのような歌を詠んだのだろ































は一首も残っておらず、雲林院での作詩活動に遍照・素性親子が参加していたという確証は得られない。しかし、素性がこのような場に身を置いて和歌を詠んでいた す ならば、漢詩の教養を身に着ける機会は十分にあったと想定できよう。さ に 注目されるのは中野氏が「秋風」が「秋閨怨」の素材であり、 『古今和歌集』の恋歌に影響を与えていたとして例に挙げられた「吹きまよふ野風を寒み秋はぎのうつりも行くか人の心の」 （恋歌五・七八一・雲林院のみこ）の作者、雲林院のみことは、こ 常康親王なのである。 『古今和歌集』恋部において、男性でありな ら女の立場で恋の歌を詠み、そこに閨怨詩の 見ることのできる歌を詠んだ素性 遍照・常康親王は な雲林院での文学活動の中心メンバーであった。
素性が雲林院で文芸を学んだのはまだ若いころと想定される。










『古今和歌集』の特徴的な修辞を盛り込んでおり、 『古今和歌集』中でもひと際複雑に修辞が用いられた歌である。 まず、 「きく」 に 「菊」と「聞く」 、 「おき」に「露が置く」と「起きる」 、 「思ひ」の「ひ」には露を消してしまう「日」 、 「消ぬ には「 （露が）消える と （私が）死ぬ」の意が掛けられている。さらに、この歌は二句目までが序詞で、主想となる第三句以下の中 序詞の一部の縁語もあ という複雑な構造で成り立っ いる。 噂にだけ聞いて、夜は眠れず起きていて、昼は恋の思いに堪え切れず死んでしま そうだ」という人事の文脈と 「菊 上に白露が 夜は置いて昼は消えてしまいそうだ」とい 自然を詠む文脈の二重構造で、自然を詠む文脈が比喩として人事の に作用している。さらに 菊は『万葉集』では詠まれなかった素材であり 和歌の素材として新しかったこと 知れる。このように、素性の四七〇番歌は『古今和歌集』の歌風 して特徴的な修辞を多用し、菊という新たな素材を用いた、こ 時代の新しい歌の詠み方 実践 ることがわか 恋部 収載され
― ―94
る素性の歌の中でこの他にも掛詞や縁語を多用した歌が見られる。「秋の田のいねてふこともかけなくに何を憂しとか人のかるらむ」（恋歌五・八〇三・素性法師）は、 「秋」と「飽き」 、 「稲」と「往ね」 、「架く」と「掛く」 、 「離る」と「刈る」が掛詞 して用いられており、素性は修辞を多用して自然と人事の文脈の二重構造を詠む、新しい表現方法を実践し、長け いた 言えるだろう。
しかし、その一方で、四七〇番歌の表現には『万葉集』に収載さ






























右に挙げた二二二九番歌は、白露を玉のように輝かせる九月の在明の月について詠んでおり、二三〇〇番歌は「長月の在明の月夜」までが第三句目の「あり」を起こす序となっている。このように、 「長月の在明の月」という表現は『万葉集』に既に見られる表現であといえる。また、次に挙げる『万葉集』二六七一番歌は、 「今夜の有明の月」と少差はあるものの、やは 素性六九 に通じる表現であるといえよう。
ところで、先にも述べた通り素性の「有明の月」には閨怨詩の素




この歌は、 『万葉集』二三〇〇番歌と同様に初めの二句が三句目「あり」を起こす序として用いられているが、 「君をおきては待つ人もなし」とあるように男の訪れを待つ女を詠んだ歌であ ことがわかる。これら ことから、 素性の『古今和歌集』六九一番歌は、 「長月の在明の月」という表現は『万葉集』以来の表 を受け継 で用いられたものであり、閨怨詩の素材としての「暁月」に通じる有明の月を用いて男 訪 を待つ歌の詠み方も『万葉集』に既 見いだすことができることが明らかになった。
『古今和歌集』恋部に限定せず、素性の詠歌を見渡すと、この他にも『万葉集』に収載される歌を踏まえて詠んだと考えられるものが複数確認できる。しかし、 『万葉集』と『古今和歌集』には約一五〇年の隔たりがあり、その間には漢詩が文芸の中心となる時代を挟むこととなる。はたして 『万葉集』は『古今和歌集』の時代の歌人たちに享受されていたといえるのだろうか。 川口常孝氏は、 「伝説・伝誦歌謡の範囲が、古今集歌人の対古代の知識であり、 集歌人は『万葉集』を読みこなすことが困難だった」として、 『古今和歌集』歌人の『万葉集』の直接的な享受を否定的 論じられた
⑽
。
しかし、研究が進む中でこの認識は大きく異なってきており、北住敏夫氏は「 『万葉集』と『古今和歌集』の歌風は著しく異質的なものと考えられがちであるが、 万葉集』の歌が伝誦され いく過程で変化した類歌と その他に『万葉集』 歌に倣って作ら た歌も確認 きる」と て、 古今和歌集』 は伝誦による『万葉集』類歌の他に、 『万葉集』の影響を受けて作られた があ こ を指摘し
⑾
、田中常正氏は「 『万葉集』は『古今集』歌人にとって絶対の
ものであり、教本であっ 」と て、 『万葉 の歌を中古的な言葉で絵取ることが、古今集歌人の歌構成の全てであった 強く主張している
⑿
。 『万葉集』がどのような状態で、どのくらい享受されて








































































































北住敏夫「 『古今集』と 万葉集』 関係」 『古代和 の諸相』一九
七一年）
⑿
　
注⑼に同じ
